
議類 Jpn.1. Phycol. (Sδrui) 55: 133-134， July  10，2007 

筒井 功: 第 19 回国際海藻シンポジウムに思う

バンコクから成田経由でつくばに戻り，所属先で帰国手続
きを行う。その後夜遅くに，急いでー神戸入りを した。筆者は
大阪生まれだが，これまでほとんど神戸には足を入れたこと
が無く，シンポジウム会場付近も初めて見る風景であった。会
場の最寄り駅である市民広場駅周辺には団地もあり，多くの人
が住んで、いるはずなのに食堂や屈がほとんどなし住み慣れた
バンコクと比べると生活感のない無機質な印象を受けた。
チェックインしたポートピアホテルのロビーには，ウェルカ
ムパーティ ーに参加した後だと一見しただけでわかる，欧米
やアジアからのシンポジウム参加者がソファーで話し込んで、
いた。国際シンポジウムへの参加は，これが 2 回目である。
筆者はシンポジウムの間 スライド進行などを遂行する会

場係としての役割を担った。海外在住のため日本の学会には
あまり参加出来ず，有名な日本人学会員で、さえ名前しか知ら
ない筆者であるが，高知大の峯一朗先生を中心に，コンビュー
タルームに詰めていた諸氏と共に無事その役割をこなすこと
が出来た。とくにコンビを組んだ電力中央研究所の本多正樹
氏には，数々のフォローをしていただいた。
シンポジウムの内容は，講演 ・ポスターともに海藻という

共通点をもとに，分子生物学から生化学 ・分類 ・養殖 ・利用 ・
加工 ・生態 ・環境 ・地球温暖化など非常に多彩で‘あった。近
年は細分化 ・専門化されたシンポジウムの多い中，多様な分野
が混在する本シンポジウムは 自分の専門外の研究を知ること
が出来るばかりでなく，分野外の共同研究に発展する出会いも
あり，非常に評(illiできる。このような国際海藻シンポジウムの
特徴を最大限活かすには，ミニシンポジウムのテーマをあえて
細|分化せず会場を少なく して，分野外の研究者が講演を視聴す
る機会を増やすのもよいのかも しれないと感じた。また，分子
生物学などいわゆる先端分野の国際学会では，先進国とl呼ばれ
る国々の参加者がほとんどであると聞いているが，本シンポジ

ポスター会場。和気あいあいとした雰囲気の中で発表 ・質疑応
答が行われていた。

ウムはそうでない国々からの参加者も多かった。研究環境に恵
まれない国々の参加者らにとって，共同研究やアイディアの創
造につながるこのような機会は大いに有用で、あろう。
ただ会場周辺にはレス トランや食堂自体が少ないうえに，

英語が通じる食堂及び安価IIな食堂がほとんど無い状態であっ
た。欧米諸国からの参加者ならば，会場に隣接したホテルのレ
ストランで高価な食事をすることが可能であろう。しかしなが
ら，東南アジア諸国で長く暮らしてきた筆者には，途上国と呼
ばれる国々からの参加者にとって日本の定食ー血がいかに高価
であるかは痛いほどわかるし 知人のうち何人かは昼食を摂ら

会場係と して次の準備があったため 自分自身の昼食もままな
らなかった事情もあり，何ともしてあげることは出来なかった。
安価な弁当の販売をお願いするなど 事務局として何らかの対
策が出来たらさらに良かったので、はないかと感じた。
会場係として気になったのは，シンポジウム参加者による
スライドの写真撮影である。前! 市から会場全体を眺めている
と，すべてのスライドを撮影している参加者が少なからずい
た。著作権の問題も含め，パワーポイントをむやみに撮影す
るのを控えるのが;常識であるば、かりでなく，スライドが変わる
ごとにス トロボがたかれることは，発表者にとっても視聴者に
とっても，進行と内容の理解に多大な悪影響を及ぼすのでは
ないだろうか。デジタルカメラが発達し，興味のあるスライド
は写真に撮っておきたい気持ちも理解できなくはない。しか
しながら可能な限りスライドの写真撮影は行わないといった，
参加者の自制心を期待したいところである。
筆者は“Integrated aquaculture: Essential  role of seaweed 
cultivation  (Global expansion  of m ari-culture)" のミニシンポ
ジウムで，ウシエビと海謀類の混合養殖について発表した。講
演のあとには r契約しているエビ養猫業者にアピールするた

エクスカーション ・兵J!lt県明石市のノリ養殖場。洋上養殖の見
学を終えて，皆で記念槻ii診をした。
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エクスカーション :兵庫県淡路島の淡路島のり脇市センターのn加し参加者の多くが，砂浜に打ち上がっていたi財政鎖を興味
深げに採取していた。

め，パワーポイン トスライ ドをもらえないかJ，r発表内容と類
似し:たたj混混合養殖で
だけではなく エビや海1競2益箪ιkビジネスに携わる人々から声をかけら
れるこ とが多カか当つた。これまでほとんど産業とは無縁の研究を
行ってきたが，現在取り組んでいる研究は，ビジネスに直結し
ているのだという認識を新たに持つと共に， 研究結果や成果の
取り扱いには 卜分気をつけなければならないことを笑感した。
エクスカーシヨンでは養殖場見学コースの引率を経験した。

前日の天気予報では降雨が心配されたが，午前中やや量りが
ちであったものの，午後からは11青れ聞が広がった。養殖場や
加工場の方々には懇切丁寧な説明をいただき，参加者からは
多くの質問が出され，みな大いに楽しまれたようだ。関連施
設の方々に心から感謝したい。ただエクスカーションの出発
前にかなりの混乱が起こった。参加者の別分けが，張り 1:1:¥さ
れていなかったためである。事務局からは二枚の奥なる班分
けメモが配られ更に混乱が増幅された。参加者の中には，怒

エクスカーション ・兵庫県矯磨IlIJ，のり流通センター。兵廊の
ノリ主主的自の問、史から現:1犬・加工の工程などについて詳しく説明
して頂いたあと，工場内と洋上養殖場を見学した。

りをあらわにし大声を上げて不満を煽る西洋人も いて，自己
主張の強し叫1洋文化との違いも感じた。前日までに班分けメ
モを掲示するなどで対処できる ことであろう。とはいえ筆者
が担当 した班の中には，当日参加コースを変更したいと1 '1'1し
出て，大野先生のご配慮で参加コース変更が可能になり非常
に喜んで、いた方もいた。
クロージングセレモニーのあと，多くの方々と再会を約束
して握手をした。|日米の知人もいる。今回新たに女1 :1り合いに
なった参加者もいる。数日開会場とコンビュータ部屋の聞を
共に走り 回った会場係仲間もいた。学問的新知l見を雑誌で読
むのではなく ，多くの研究者とま1:1り合いになれるこ とが，シン
ポジウム参加lの意義なのだとあらためて感じる。
最後に，シンポジウム日本大会会長である有賀祐勝先生と

大会事務局長である大野正夫先生と握手をして，会場をあと
にした。シンポジウムの大いなる成功に感謝の誌を表して。

(独立行企政法人国際良林水産業研究センター)

新刊 D V D
海藻産業の更なる発展にむけて口オてd 、治r皆泣2理会

映像1 . 海苔 映像 2. 寒天 |映像 3. わかめ
標記ビデオ 3巻が D V D化された。かつての日本語版「海苔」 と「寒天」は，石川依久子先生
が自ら撮影して制作し日本務類学会から販売されていた V H Sで、あった。日本語版「わかめ」は全
漁連，岩手漁連，みやぎ漁連の共同で制作されたものを制作者の許可を得て一部削除したものか
ら英語版 D V Dが制作された。第四回国際海路シンポジウムに向けて製作されたもので，D V D  
には日本語版と英語版が収録されている。それぞれ約 15分のl決像であるが，必要な知識がわかり
やすくまとめられている。外国からの来客，セミナーや諮義の副読本として非常に有用である。英
語版と日本語版を聞き比べることにより， 英語での表現を学ぶ良いテキス卜にもなるだろう。

企画 ・制作 ・掠影 : 石川依久子 (元東京学芸大学教授)
編集 ・撮影 : 土屋康文( 総合ビデオサウンド)
価 格 : 2，500円 (送料込み)
Etし込み先 : 日本海藻協会事務局 (m ohno@ cc.kochi-u.ac.jp) (大野正夫)
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